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原子力に係る主な研究テーマと進め方について 
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２ 研究の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

分類 今回取り組む主な研究テーマ 

従来からの 

取り組み 

(共同研究など） 

原子力発電所の

安全性向上に 

資する研究 

機器・設備の故障の 

未然防止 

・廃止措置段階に入っている 1,2 号機の機器を用

いた経年変化の調査 

（劣化状況や安全裕度の調査結果を、今後の設

計・保守へ反映） 

・機器の経年変化

の進展状況を評

価する手法の研

究など 

地震･津波の観測 

データなどを発電所

の運営管理に適用 

・地震観測データを蓄積し早期検知の信頼性実証 

（浜岡原子力発電所の停止判断などへの応用） 

・津波の水位上昇や速度の検知技術の適用性検討 

（浜岡原子力発電所の作業員の避難手順などへの

応用） 

・地震動や津波を

評価する手法の

研究など 

1，2 号機の運営

(廃止措置)の改

善に資する研究 

廃止措置の安全かつ

円滑な実施 

・今後の本格的な解体に備え、被ばく、コストの

両面から最適な工程管理ができるエンジニアリ

ングツールの開発・検証 

・最新の解体工法

の調査研究など 

3,4,5 号機の 

運営(保守･作業

性)の改善に 

資する研究 

機器・設備の 

保守・作業性の向上 

・放射線環境下での保守性および作業性の向上を

目指した技術・装置の開発 

・非破壊検査装置

の開発、被ばく

低減技術の開発

など 

将来の技術に 

資する研究 

新型原子炉に関する 

技術開発 

・原子力の安全性を高める新型炉の概念検討 

・エネルギー源の多様化研究（トリウム利用など） 
・次世代軽水炉、

高速増殖炉サイ

クル開発に関す

る研究など 
次世代原子燃料 

サイクルに関する 

技術開発 

・次世代の原子燃料サイクル技術の開発 

・次世代の放射性廃棄物処理・処分技術の開発 

 

 

・地震・津波に対する防災の研究成果を公開し、地域防災に協力 

・原子力安全に係る取り組みを継続して実施し、成果を発信 

 

 

・原子力工学や土木・建築工学に専門的知見を多く有す

る大学、研究機関と連携して研究を実施 

大学、研究機関等 

＜社外研究機関と連携＞ 

技
術
交
流 

共同研究・委託研究 
公募研究(新設) 
成果報告会(新設） 

地震・津波に関する防災の研究員 

原子力の研究員 

研究アドバイザー 

原子力や地震・津波・防災の専

門家を招へい予定 

＜浜岡地区を研究拠点化＞ 

技術開発本部 

地元や社会の皆さま 

電力技術研究所 

(原子力研究チーム) 

技術開発本部 

原子力本部 

これまでの進め方 今後の進め方 

共同研究・ 
委託研究 
 

他電力、メーカ等 

浜岡原子力発電所 

浜岡原子力発電所 
 

 
 研究資源を活用 
・廃止設備(1,2 号機) 
・放射性物質分析室 
・地震観測データ  等 

原子力本部 

＜名古屋地区＞ 

共同研究・ 
委託研究 
 

他電力、メーカ等 

＜名古屋地区＞ 

 設置時期：2012 年 7 月 1 日 

 設置場所：浜岡原子力発電所内 

 要  員：12 名 

 

原子力安全技術研究所 

（新設） 


